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王朝との関係がもう一歩進んで語られないかというもどかしさが残る。また、ディオニュソス以外のテク
ニタイの存在についても言及するならば、ディオニュソスのテクニタイの存在や活動が相対化され、より
具体的に把握できる面があったであろう。最後に、衰退論にしても、様々な次元で語られるがゆえに、時
間軸での整理以外にもう一工夫の余地が残されているように思う。それによって、従来言われてきた衰退
の時期を捉えなおすより説得的な意味づけが可能であっただろう。
もっとも、これらは、本論文が現時点で内包する限界であり、その克服は、今後波部氏が研究者として
さらに発展していくうえでの課題となろう。このことは、2011年月15日に実施された公開審査会の口頭
試問で審査委員が質した質問に対しての返答から考えるに、波部氏自身が今後の課題として自覚している
という感触を得ている。いくつかの間題点を提示したが、それらを勘案しても、本論文は博士論文として
の条件を十分に満たしている。本論文審査委員名は、論文の審査ならびに公開審査会での口頭試問の結
果により、波部雄一郎氏が本論文によって博士（歴史学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告
する。
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